







Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
観光学研究　第11 号　2012年3 月 37
ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ における関係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄi
徳　江　順一郎＊
1｡ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞ ｼﾞﾈｽ を取り巻 ＜環境の変化
研究の前提として､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ を取り巻く環境についてまとめておく｡ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ に
直接的な影響を及ぼす要因として､ 婚姻組数が挙げられよう｡ そもそも結婚してくれるｶｯ ﾌﾟﾙ が
存在しなければ､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ の成り立ちようがない｡ 最近のわが国では｢ 晩婚化｣ や｢ 非
婚化｣ が進んでいると言われるが､ 果たしてその通りなのであろうか｡
厚生労働省による人口動態統計によると､婚姻件数は､1972 年(昭和47 年)に過去最高の1,099,984
組を記録したが､2010 年(平成22 年)の推計値は706,000 組となっている｡ 確かにﾋﾟｰｸ からすると3
割も減少しているわけであるが､ この数字自体は1950 年代前半(昭和20 年代後半)と大差はない｡
そこで､ 人口対比も加味した婚姻率で見てみよう｡ 婚姻率( 人口千対) は､1947 年(昭和22 年)の12.0
を最高に､1950 年代前半(昭和20 年代後半)にかけて減少したが､1950 年代後半(昭和30 年代)
から1970 年代前半(昭和40 年代)にかけてはいったん上昇した｡ その後､ 一時期を除き全体として
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ここで､ 婚姻率が最高だった①1947年(昭和22 年)前後と婚姻件数が最高だった②1972 年(昭和47
年)前後に､ 約25 年をおいて2 つの波が生じていることがすぐに分かる｡ つまり①の婚姻に伴って
生まれた｢ 団塊の世代｣ が､ ②の頃に結婚適齢期を迎えたということが推測できる｡　しかし､ その
頃に生まれた｢ 団塊ｼﾞｭﾆｱ｣ の世代の波が､ このｻｲｸﾙ でいえば③1997 年(平成9 年)頃に来る
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出典：厚生省人口動態調査（各年度） より（初婚年齢については､2000 年度以前は5 年ご と）
1950 年(昭和25 年)には夫25.9 歳､ 妻23.0 歳であったのが､2009 年(平成21 年)には妻が28.6 歳
と5 歳以上遅くなり､ 夫も5 歳近く遅くなり30.4歳となっている｡ 興味深いのは､ 夫は1985 年(昭
和60 年)が28.2 歳､1990 年(平成2 年)が28.4 歳､ そして1995 年(平成7 年)の28.5 歳を経て2000 年(
平成12 年)も28.8 歳と､1985 年から1990 年代かけては28 歳台半ばで大きな変化が生じずに微増
で推移していたのに対し､ 妻は1985 年が25.5 歳､1990 年が25.9 歳､ そして1995 年の26.3 歳を経
て2000 年には27.0 歳と､ 着実に上昇を続けている点である｡
また､ 女性の平均勤続年数も､1984 年(昭和59 年)には6.5 年だったのだが､1994 年(平成6 年)に
は7.6 年､2004 年(平成16 年)には9.0年､2009 年(平成21 年)には9.4 年と､ こちらも着実に長くな
っている( 厚生労働省｢ 賃金構造基本統計調査｣( 昭和59､ 平成6､16､21 年) より)｡
このことは､ それまで多くの女性が仕事を結婚までの｢腰掛け｣ 的にとらえていた状況から､1990
年代に続々と社会進出をし､ 仕事そのものを目標として就職するように変化したことも影響してい
よう｡ 男性と同等に､ あるいはそれ以上に責任のある仕事をし､ 報酬もそれに伴って上昇していっ
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た｡ また､ こうした環境の変化と相まって､ 結婚の目的が｢ 子供を作り育てる｣ ことから多様化し
ていったのかもしれない｡ 当時流行した表現に､ 結婚相手に求める｢3 高｣（高身長､ 高学歴､ 高収
入）や”DINKS"  （Double Income No Kids）といったものがあったことを思い出して欲しい｡
夫は2000 年代に入ってから再び着実に高年齢化をしはじめ､2006 年度からはついに30 歳台へと
突入してしまっている｡ 女性も同様で､2005 年度からは28 歳台となった｡ 明らかに晩婚化か進ん
でいることがうかがえる｡
婚姻件数の減少は､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 関連市場における売上の減少に直結しかねない｡ 一方で､ 晩婚化
や非婚化というﾏｸﾛ･ﾏｰｹｯﾄ の環境変化に対しては､ それぞれの企業が対応することは困難
である｡ 1970年代（昭和40 年代後半）のﾋﾟｰｸ 時以降の婚姻組数急減は､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 産業にも大きな
影響を及ぼした｡ この時期には苦しい経営を続けていた企業も多いという｡ それに関連して､1980
年（昭和55 年）頃には､ 特に挙式･ 披露宴の市場における競争がきわめて激しくなった影響で､｢ｴｰ
ｼﾞｪﾝﾄ｣ と呼ばれる仲介･ 斡旋業者も急成長している11｡
しかし､ 減少が落ち着いてからは､ 業界として眺めると､ 今度は｢ 攻め｣ に転じたようにも見受
けられる｡ 実際､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ に関連する支出の一部は大きく増加している｡ 例えば､ ここ10 年弱に
おける挙式･ 披露宴総額の推移をみてみよう（図表3 ）｡ 2003年（平成15 年）は260 万円強であった
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出典：『ｾﾞｸｼｲ 結婚ﾄﾚﾝﾄ 調査2009 首都圏』，『同2010 首都圏』より筆者作成
ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ において中核といえる挙式･ 披露宴が､ この時期にこれほど金額の変化が
生じていることは注目に値する｡ この点について､ 以下､ 関連する諸事業の概況を踏まえて考察し
てゆくことにする｡
2 ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 関連ﾋﾞｼﾞﾈｽ の概況
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ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 関連のﾋﾞｼﾞﾈｽ は､ 大きく4 つの市場に分けることができる｡ 結婚にともなって生じ
る需要に応える産業ということで､ すなわち
①ﾌﾟﾚ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 市場
②ｾﾚﾓﾆｰ･ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 市場
③ﾊﾈﾑｰﾝ 市場
④ﾆｭｰﾗｲﾌ 市場
である｡ このうち､ﾊﾈﾑｰﾝ 市場とﾆｭｰﾗｲﾌ 市場は､ それぞれ旅行代理店などの旅行業や､
小売や住宅関連産業などが中心となっており､ こうした市場に対応する産業は､ 一般には｢ ﾌﾞﾗｲ
ﾀﾞﾙ 産業｣ とはとらえられない｡ 通常は結婚に至るまでのﾌﾟﾚ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 市場と､ 結婚そのものに
関係するｾﾚﾓﾆｰ･ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 市場がﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 産業として認識されることになる｡本研究では､
その中でも特にﾎｽ ﾋﾟﾀﾘﾃｨ の観点から､ｾﾚﾓﾆｰ･ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 市場について考察する｡
わが国では､ｾﾚﾓﾆｰ･ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ においてはﾎﾃﾙ 業の存在感が際立っている｡ 図表4 から
明らかなように､ 首都圏では全体の3 割以上がﾎﾃﾙ で挙式を行っている｡
0%
図表4　 挙式会場の変遷（2003 年～2010 年：首都圏の数値）





















出典：『ｾﾞｸｼｲ 結婚ﾄﾚﾝﾄ 調査2009 首都圏』，『同2010 首都圏』より筆者作成
2003 年(平成15 年)には全体の4 割以上がﾎﾃﾙ であった｡近年は後述するような競争環境の変化に
伴い､ ややそのｼｪｱ を落としているとはいえ､ それでも現在ﾄｯ ﾌﾟのｼｪｱ を占めているのは依
然としてﾎﾃﾙ なのである｡ そして､ 互助会系などを含む一般の結婚式場と､ 近年急成長中のｹﾞｽﾄﾊｳｽ
が続いている｡ 教会と神社のｼｪｱ が伯仲していることも注目すべき点であろう｡
しかし､1976 年(昭和51 年)頃はﾎﾃﾙ よりも一般の結婚式場( 互助会を含む) の方がｼｪｱ は高
かった( 図表5)｡ また当時は､ 海外はもちろんのこと国内でも教会で挙式をすることは稀であり､








図表5　 挙式会場の変遷 （1976 年～1980 年 ：全国の数値）2(:Wo











出典　:　 『'81 ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙﾏｰｹｯﾄ の現状分析と将来性～結婚式場ﾏｰｹｯﾄ の地域分析～』､矢野経済
研究所.p.ll.より筆者作成
前述し た通り､婚姻件数は1972 年(昭和47 年)を ﾋﾟｰｸ として急減した｡1976 年(昭和51 年)頃は､













披露宴会場の推移 （2003 年～2010 年：首都圏の数値）













出典：『ｾﾞｸｼｲ 結婚ﾄﾚﾝﾄ 調査2009 首都圏』，『同2010 首都圏』より筆者作成
挙式後の披露宴のこととなると､ 状況はやや変わってくる｡ 図表6 から明らかなように､ 全体の35%
近くが披露宴をﾎﾃﾙ で執り行っている｡ こちらも､2003 年(平成15 年)には全体の45% 近いｼｪｱ
を占めていたが､ やはり挙式と同様の理由からｼｪｱ は落ちてしまっている｡ 次いで一般の
結婚式場が20% 台後半で続くが､ その次につけているｹﾞｽﾄﾊｳｽ の躍進ぶりに目が向かざるをえ
ない｡
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挙式会場の推移と同様に､ 披露宴会場についても調べてみた｡ ここでは資料の都合で1980 年(昭
和55 年)度と1984 年(昭和59 年)度のﾃﾞｰﾀ しか手に入らなかったが､2000 年代にみられるｹﾞｽﾄﾊｳｽ
やﾚｽﾄﾗﾝ･ｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞ､ﾊﾟｰﾃｨｰ･ｽ ﾍﾟｰｽ といった存在は全くなく､ﾎﾃﾙ が28%
から32.4% と急増し､ 一般の式場がやや減少していることが分かる｡
1980年前後(昭和50 年代)は都心に続々と今に続く｢ｼﾃｨ･ﾎﾃﾙ｣ が開業した時期である｡ こ
の頃に､ 大規模な宴会場を複数揃えたﾎﾃﾙ がｵｰ ﾌﾟﾝ し､ﾎﾃﾙ での挙式･ 披露宴に対する需要
を創出し､ その需要に応えていったということになる｡
図表7　 披露宴会場の推移（1980 年／1984 年：全国の数値）
出典　:『'81ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙﾏｰｹｯﾄ の現状分析と将来性～結婚式場ﾏｰｹｯﾄ の地域分析～』､矢野経済研究
所.p.ll.,『'84全国ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙﾏｰｹｯﾄ 総覧』､矢野経済研究所,p.ll.より筆者作成
いずれにせ よ､1972 年(昭和47 年)頃の結婚 ﾋﾟｰｸ から1980 年(昭和55 年)前後にかけては､ 専門
結婚式場が多くのｼｪｱ をとっていたが､1980 年(昭和55 年)前後からﾎﾃﾙ が急成長し2 大業態の
様相を呈するようになり､2000 年(平成12 年)前後にはﾎﾃﾙ が半分程度のｼｪｱ となるまでに至っ
た｡ しかし､1990 年代に誕生したｹﾞｽﾄﾊｳｽ におけるﾊｳｽｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞが2000 年(平成12 年)




こうして改めて眺めてみると､ﾎﾃﾙ がﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ における主役の位置づけとなったのは､ 決し
て古くからではなくごく最近のことであるといえよう｡ ただし､ 一部のﾎﾃﾙ では明治時代から既
に披露宴が行われていた｡ その代表格として｢ 帝国ﾎﾃﾙ｣ の事例を紹介するni｡
帝国ﾎﾃﾙ では明治時代から､ ﾄﾞｲﾂ に縁のある医学者や法学者といった層が披露宴を行うこと




式が増加するにつれ､ 帝国ﾎﾃﾙ や華族会館での披露宴が増加することとなった｡ ただし､ こうし
た挙式と披露宴の形態は､ この頃でも一部の層に限られていたが､ 広く一般に利用されるようにな
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ただし､ 永島式結婚式の登場によって､ 即ちﾎﾃﾙ における挙式･ 披露宴の開催が広まったとい
うわけではない｡ 当時は華族会館､ 東京会館､ 築地精養軒､ 上野精養軒､ 水交社､ 偕行社､ 如水会
館などで開催されることが多かった｡この状況に変化が生じたのが関東大震災の発生である｡当時､
帝国ﾎﾃﾙ は旧本館の｢ﾗｲﾄ 館｣ が竣工したばかりであった｡ 多くの施設が焼けてしまったり倒
壊してしまったりした中で､ 帝国ﾎﾃﾙ の被害は軽微であったため､ 他の施設で行われてきた需要
を一手に引き受けることとなった｡ そしてその後､ 美容師の遠藤波津子や森川写真館との共同で､
日本初の一貫したﾎﾃﾙ での結婚式の原型を完成させ､ このようなｽﾀｲﾙ が戦後､ 高度成長期以
降に他のﾎﾃﾙ にも広まっていくことになる｡
また､ 式だけでなく､ 披露宴にも目を向ける必要性かおるだろう｡
明治以降には宮中での正餐もﾌﾗﾝｽ 料理となっていった｡ しかし､ 市中で本格的なﾌﾗﾝｽ 料
理を提供しうる施設はﾎﾃﾙ 以外には多くなかった｡ﾌﾗﾝｽ 料理店の御三家といえば､ 長きにわ
たって帝国ﾎﾃﾙ､ 上野精養軒､ﾎﾃﾙﾆｭｰ ｸﾞﾗﾝ ﾄﾞであったこともその証左であろう｡
もちろんただちに一般の宴の食事もﾌﾗﾝｽ 料理となったわけではないが､ 正餐として披露宴に
おいてﾌﾗﾝｽ 料理を提供することは､ 一つのｽﾃｲﾀｽ という側面も有していた｡ そしてﾌﾗﾝｽ
料理を提供しうる施設は多くはない中で､ﾎﾃﾙ はその代表格となっていったのである｡
ﾎﾃﾙ は明治時代以降わが国に浸透する過程で､｢ 非日常的空間｣ つまり｢ﾊﾚ の場｣ としての色
彩も強めてきた｡ 元来わが国にはなかった西洋式の生活空間を導入し､ そして挙式や披露宴などの
さまざまな｢ﾊﾚ｣ の舞台となってきた｡ 国際会議が行われたこともある｡ そういう意味でも､ﾎﾃﾙ
は挙式･ 披露宴の場所としてはきわめて大きな存在感を保っているのである｡
さらには､ 神殿（帝国ﾎﾃﾙ の場合は多賀大社より分祀している）､式場､ 披露宴会場はもちろん
のこと､ 大小さまざまな部屋（すなわち客室）を持ち､ 大量の料理の供給力を保持し､ 美容室､ 衣
裳室､ 写真館といった多様な役割を内包している施設は他にない｡ こうした環境から生じた挙式･
披露宴会場としてのﾎﾃﾙ の立場が､ 現代にも続いているといえる｡
すなわち､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ に関係する儀式､ 宴（料理､ｻｰ ﾋﾞｽ ）､美容･ 衣裳､ 写真といったさまざ
まな要素をﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ する力と､ﾎﾃﾙ の｢ 舞台｣ 特性が､ﾎﾃﾙ のｼｪｱ 拡大に寄与したと考
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えられる｡
（2）ｹﾞｽﾄﾊｳｽ における挙式･ 披露宴
しかし､ 図表4､ 図表6 で明らかなように､ 挙式･ 披露宴会場としてのﾎﾃﾙ の重要性は低下し
てしまっている｡ 代わって近年存在感を増してきているのが｢ ｹﾞｽﾄﾊｳｽ｣ である｡｢ ｹﾞｽﾄﾊｳｽ｣
と呼ばれる施設における｢ﾊｳｽｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞ｣ は､1990 年代に誕生し､2000 年代に急速に市
場規模が拡大した｡
その一例として､ 現在代表取締役会長である野尻佳孝が1998 年10  月に設立した｢ 株式会社ﾃｲｸｱﾝ
ﾄﾞｷﾞヴ･ﾆｰ ｽﾞ｣ について触れておきたい｡ 同社は創業当初､ 一軒家ﾀｲ ﾌﾟのﾚｽﾄﾗﾝ と
の提携によるﾊｳｽｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞのﾌﾟﾛ ﾃﾞｭｰｽ をその事業の中心に据えていた｡ 2001 年（平成13
年）には早くも直営のﾊｳｽｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞ施設を手掛け､ 翌2002 年（平成14 年）からは直営施設の全
国展開を行い､ 急速な事業拡大を果たした｡
直営店を手掛けた2001 年（平成13 年）の売上は29 億円あまりであったのが､ 毎年2 倍前後の売り
上げ増大を果たし､2005 年（平成17 年）には340 億円近くもの売上高となっている｡ わずか4 年で10
倍以上の凄まじい急成長ぶりである（図表8 ）｡












出典：『ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 産業白書2007 年版』，矢野経済研究所,2006. p.87
これは同社に限ったことではなく､ 他のﾊｳｽ･ｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞ大手でも同様の成長の軌跡が描か
れている｡ がってのﾎﾃﾙ が結婚に関連する儀式､ 宴（料理､ｻｰ ﾋﾞｽ ）､美容･ 衣裳､ 写真といっ
た要素をﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ することで成長したと前に述べたが､ 実はこのｹﾞｽﾄﾊｳｽ にも同様の傾向
が見て取れる｡
図表9 ～11 はいずれも､ 挙式､ 披露宴､ 料理に関して行った演出についての調査であるが､ いず
れもｹﾞｽﾄﾊｳｽ が他を圧倒している｡ その演出の内容も､ きわめて多岐にわたっていることも理
解できよう｡
徳江：ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ における関係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ
図表9　 挙式に関して実施した演出（挙式実施者､ 複数回答､ ％）
ﾌﾗﾜｰｼｬﾜｰ､ﾗｲｽｼｬﾜｰ





列席者の 子供にﾘﾝ ｸﾞﾎﾞｰｲ･ﾌﾗﾜｰ ｶﾞｰﾙ などを務めてもらう
自然光や 照明などを利用した光の 演出
(神 前式で) 友人･ 知人など( 親･ 親族以外) にも列 席してもらう
結婚宣言の 文面を自分達でつくる
式次第をｵﾘ ｼﾞﾅﾙ でつくる
海や森､ 公園など自 然に囲まれ た場所でｾﾚﾓﾆｰ を行なう
ﾕﾆﾃｲｷｬﾝ ﾄﾞﾙ､ｻﾝ ﾄﾞｾﾚﾓ 乙 など､ 指輪の 交換以外の 儀式を行なう
挙式時に列席者 への謝辞ｽ ﾋﾟｰﾁ をする
雅楽の生演 奏･ 舞を入れる
父親以外の 人( 母親や親 族など)とﾊﾞｰ ｼﾞﾝﾛｰ ﾄ を゙歩<
沿道や公園など､ 挙 式会場の 屋外に出て一般の人 からも祝 福をもらう
挙式前に挙式会 場内で新 郎･ 新婦 二人だけになる時間をつくる
参 進の儀を行なう
自 分達の子 供にもｾﾚﾓﾆｰ( 誓いの儀 式など)に参加させる
友 人にﾌﾞﾗｲｽﾒｲ ﾄﾞ･ｱｯｼｬｰ などを務めてもらう
親から戴冠式をしてもらう





















































































































































出典：『 ｾﾞｸｼｲ 結婚ﾄﾚﾝﾄ 調査2010 首都圏』より筆者作成
かつて､ ﾊﾞﾌﾞﾙ 景気の頃までは､ 金屏風､ 数ﾒｰﾄﾙ もの高さの（ただしｲﾐﾃｰｼｮﾝ の）ｳｪ
ﾃﾞｨﾝ ｸﾞ･ｹｰｷ､ｽﾓｰｸ､ さらにはｺﾞﾝ ﾄﾞﾗ といった､ 新郎新婦を｢ 主役｣ として目立たせ
る演出が主であった｡ こうした演出は､ 新郎新婦を目立たせ､ 引き立たせるために行われたもので
あり､ 当時のﾃﾚ ﾋﾞ番組の演出手法などが多用されている｡ まさに､ 歌手が目立ち引き立つように
行われた演出と同じような考え方で新郎新婦を主役化し､ 二人をそれぞれの関係者に対して披露す
るためのものであった｡
しかしながら､ 最近の演出の内容を見てみると､ 招待客一人一人に対して､ あるいは招待客と共
に行う､ といった演出が多いことに気づかれるであろう｡ 本来的には､｢ 家と家との結びつき｣ を司
る儀式である挙式においてさえ､ 友人や知人といった親､ 親族以外の列席も当たり前になりつつあ




なﾌｧｰｽﾄ ﾊﾞｲﾄ や､ 社会的な立場ではなく私的な生まれてからの生い立ち紹介､ そして好みの
食べ物などが書かれた（これもかなり私的な）ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ･ ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ の用意といった､｢ 社会
的披露｣ よりもむしろ｢ 私的な関係の披露｣ に近い面が見受けられる｡ その上､ 招待客一人ひとり
へのﾒｯｾｰ ｼﾞ､ｵﾘ ｼﾞﾅﾙ の招待状や席札の用意､招待客皆が参加できるｲ ﾍﾞﾝﾄ などのような､
招待客個々との関係性に対する配慮や招待客同士の関係構築にも目が向けられていることが分かる｡
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図表10　 披露宴に関して実施した演出（披露宴／ ﾊﾟｰﾃｨ 実施者､ 複数回答､ ％）
会 場装花を持ち帰れるようにする
(ｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞｹｰｷ をたがいに食べさせあう)ﾌｧｰｽﾄ ﾊﾞｲﾄ
親に花束を贈呈する
生い立ち紹介などを映像演出で行なう
入退場の際､ 親･ 親族･ 知人にｴｽｺｰﾄ してもらう
ﾃｰ ﾌﾞﾙ ごとに写 真撮影
BGM のｼﾞｬﾝﾙ を問わ ず好きな曲で選ぶ
ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ をつくる(自己紹介､ 自分 達の経歴､ 生い立ちなど)
親に花束 以外のものを贈呈する
親にｻ ﾌﾟﾗｲ ｽﾞ演 出を行なう(ﾌﾟﾚ ｾﾞﾝﾄ を渡すなど)
招待客一人ひとりにﾒｯｾｰ ｼﾞを書<
招待状一席札をｵﾘ ｼﾞﾅﾙ ﾃﾞｻﾞｲﾝ でつくる
披露宴･ 披露ﾊﾟｰﾃｨ のﾃｰﾏ やｺﾝｾ ﾌﾟﾄを決める
親以外にｻ ﾌﾟﾗｲ ｽﾞ演 出を行なう(ﾌﾟﾚ ｾﾞﾝﾄ を渡すなど)
ｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞ小物を自分達でつくる
ｷｬﾝ ﾄﾞﾙｻｰ ﾋﾞｽ 以外の演出でｹﾞｽﾄ 卓をまわる
新 郎､新婦 の席を雛壇にしない
ｷｬﾝ ﾄﾞﾙｻｰ ﾋﾞｽ
招 待客みんなが参加できる演 出を行なう(ｷｬﾝ ﾄﾞﾙﾘﾚｰ･ｸｲ ｽﾞなど)
ｳｪﾙｶﾑｽ ﾋﾟｰﾁ を新 郎一新 婦お二人で行なう
両家の親 が招 待客へ謝辞ｽ ﾋﾟｰﾁ する
自然光や照明などを利用した光の演出
庭やﾃﾗｽ など､ 会場の 外に出て自分達と招 待客が会話を楽しむ
BGM のｼﾞｬﾝﾙ に統一 感を持たせる
親が演出に参加する(ﾗｽﾄ ﾊﾞｲﾄ やｹｰｷ 入刀など)








地元にちなんだ演出を取り入れる(演 舞､ 歌 謡､ 行事など)
新郎･ 新婦の席を招 待客の中につくる
ﾀﾚﾝﾄ､ ﾊﾟﾌｫｰﾏｰ( ﾋﾟｴﾛ･ ﾊﾟﾝﾄﾏｲﾑ など)を呼ぶ
ｼｬﾝ ﾊﾟﾝﾀﾜｰ
車･ ﾊﾞｲｸ などで入退場する



















































































































































































































































出典：『 ｾﾞｸｼｲ 結婚ﾄﾚﾝﾄ 調査2010 首都圏』より筆者作成
すなわち､ 結婚に際して､ 新郎新婦を｢ 主役｣ として｢ 披露｣ するのではなく､ これまでの｢ 新
郎とその関係者｣､｢ 新婦とその関係者｣ という関係を基盤とし､｢ 新郎新婦の関係者｣ という関係へ
と移行させるための｢ お祝い｣ となってきつつあることがうかがえる｡｢ 新郎⇔関係者｣､｢ 新婦⇔関
係者｣ という関係を構築することを目指すのみならず､｢ 新郎新婦⇔関係者｣ という新しい関係性をﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ する方向に意識が向くようになってきている｡ それにともなって､ 公的な要素につい
ては排除される方向性が見いだせる｡
そして､ だからこそ｢ ｹﾞｽﾄ｣ を｢ もてなす｣ ための｢ 私たち（新郎新婦）｣の（一時的な）｢家：ﾊｳｽ｣
が｢ ｹﾞｽﾄﾊｳｽ｣ として､｢ﾊｳｽｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞ｣ を催すための施設として､ 急速な市場
拡大がなされてきたということがいえる｡ 新郎新婦はﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ にとってはもちろん顧
客なのであるが､ 同時にｹﾞｽﾄ を迎える｢ﾎｽﾄ｣ あるいはｹﾞｽﾄ と新しい関係性から新しい価値
を創出するための｢ｷｬｽﾄ｣ でもあるという状況であると理解することで､ 近年のﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ 市
場の理解が進むのではないだろうか｡
徳江：ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ における関係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ
図表11　料理に関して実施した演出（披露宴／ﾊﾟｰﾃｨ 実施者､ 複数回答､ ％）




新 郎 一新 婦にちなんだｵﾘ ｼﾞﾅﾙｹｰｷ をつくる
希 望の素 材や､ 地元にちなんだ食材を使う
ｼｪﾌ が招待客に料理 の説明をする
ｼｪﾌ と相談したｵﾘ ｼﾞﾅﾙﾒﾆｭｰ を入れる
新 郎一新婦が ﾃﾞｻﾞｰﾄ や料 理を取り分けて招待 客に配る
新 郎･ 新婦にちなんだﾄﾞﾘﾝｸ(ﾜｲﾝ､ 日本酒､ 焼酎､ｶｸﾃﾙ など)を入れる
招 待客が事前 にﾒﾆｭｰ を選 択できる
招 待客がｹｰｷ を飾りつける演出を入れる
ｿﾑﾘｴ が各ﾃｰ ﾌﾞﾙ を回る
新 郎･ 新婦がｹｰｷ をつくる( 手を加える)






















































































































出典：『 ｾﾞｸｼｲ 結婚ﾄﾚﾝﾄ 調査2010 首都圏』より筆者作成
こうした方向性は､ もちろんｹﾞｽﾄﾊｳｽ 以外の業態でも志向されてきたと思われる｡ しかしな




しかし､ 晩婚化といった結婚に関係する市場を取り巻く環境の大きな変化が生じ､｢ 公より私｣ と
いった結婚以外の面でも価値観の変化が生じるようになってきてから､ 新しいｻｰ ﾋﾞｽ･ｺﾝｾ ﾌﾟﾄ
によって対応することが求められるようになってきている1≒ ｹﾞｽﾄﾊｳｽ の成長は､ こうした
変化に対応した結果であるととらえられる｡ 披露宴が｢ 社会的披露｣ の場であるならば､ むしろ形
式を重視した形での対応を着実に遂行する能力が必要とされるが､｢私的な関係の披露｣ の場となる
と､ むしろさまざまに生じる不確実性の高い事象にどのように対応するかがﾎﾟｲﾝﾄ となる｡ あく
まで演出という披露宴の一側面からだけではあるが､ この演出は披露宴における付加的ｻｰ ﾋﾞｽ と
して､ 図表3 に見られるような単価の著しい上昇ももたらしている｡ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ における大きな変
化をもたらしたのは､ ｹﾞｽﾄﾊｳｽ が中心となって行ってきた､ さまざまな演出であることは否定
できないのである｡
4｡ 社会 的役割の変化と関係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ
ｹﾞｽﾄﾊｳｽ の発展が示唆することは､ 消費者の欲求が多様化したということにとどまらない｡
昨今のこうした演出にこだわる志向こそが､ 図表3 で示したような単価の上昇にさえつながってい
るのである｡ ただし､ 招待客をも巻き込んだ多様な演出を実現するためには､ さまざまな不確実性
が存在する状況でのﾌﾟﾛ ｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ が重要である｡
実際､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ の周囲には不確実性が満ち溢れている｡ 代表的なものを挙げれば､ 新郎新婦の
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関係者の生命にかかわるものであろう｡ 例えば､ 新婦の父の余命の関係で､3 ヵ月後の予定だった
式を1 ヵ月後に2 ヵ月前倒しすることになった事例 や゙､ 同様の状況において､ 式の前にせめて写真
だけでも撮る機会に父に見せたいと思っていたが､ 急に容体が悪くなってしまったために､ 病院で
撮影をすることになった事例VI､さらには､ 式の2 ヵ月前に新郎の父が亡くなってしまい､ 式を取
りやめることにしたが食事会だけでも､ ということになり､ その食事会で精一杯の式の要素を取り
入れた事例゛llなどが報告されている｡ また､ 既に亡くなってしまった親に対する儀式が､ 関係者の
涙を誘った事例゛lについても報告かおる｡
前述した通り､ 挙式･ 披露宴の社会的役割は｢ 新郎新婦を主役として披露する｣ から､｢ 新郎新婦
の関係者とともに祝い､ 新しい関係を構築｣ することに目が向けられるようになってきている1≒
かつては新郎新婦を一方的に披露し､新郎新婦の関係者が個別的に対応するという図式があったが､
最近は新郎新婦を軸とした個別的対応に変化しつつある｡ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ が必要とされてい
るのは､ こうした関係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ なのである（図表12 ）｡
つ
図表12　ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ における関係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ の変化
における関係性
ﾙ >ﾘ め 匂でﾚ-t －－･
に おけ る関 係 性
出典：筆者作成
これは､ 既存のﾌﾝ･ﾄｩｰﾌﾝ･ﾏｰｹﾃｨﾝ ｸﾞなどで実現することはなかなか難しい｡ なぜ
ならば､ﾏｰｹﾃｨﾝ ｸﾞ対応を行う際には､ 統制可能要因のみに対してのﾏｰｹﾃｨﾝ ｸﾞ･ﾐｯｸｽ
でなされるためである｡ そこでは事前にある程度の予測をしたうえで､ 確実性の高いﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ
をすることが求められてしまう面が大きい｡ 一方でﾎｽ ﾋﾟﾀﾘﾃｨ･ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ の視点を導入
することによって､ 不確実性を許容しつつ､ 多様な主体間の関係をうまくﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ してゆくこ
とも可能となるのである｡
現在でもまだ多く存在する｢ 新郎新婦を主役として披露｣ する方向性では､1 （組）対多という関
係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ のｻ ﾎﾟｰﾄ が､ ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ の主たる役割となる｡ 場合によっては､1
→多という一方向的な｢ おもてなし｣ の宴が軸である｡ そのために大規模な設備を用意し､ 新郎新
婦を引き立たせる演出も行われてきた｡ 最近増えつつあるｹﾞｽﾄﾊｳｽ でのﾊｳｽｳｪ ﾃﾞｨﾝ ｸﾞのｽﾀｲﾙ
では､ 新郎新婦と多人数にわたる新郎新婦の関係者1 人1 人との相互的な関係性を､ 多様
な演出を用いて行うことに主眼が置かれている｡
市場の変化に対応して､企業も変化しなければならない｡このことはﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ にも当てはまり､
徳江：ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ･ ﾋﾞｼﾞﾈｽ における関係性ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ
ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙ の社会的な役割の変化に対応しえた企業が､ その時代ごとに成長してきたのである｡
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Abstract
Relationship Management of Bridal Business
TOKUE,  Jun-ichiro
Key Words: Bridal, Relationship, Hospitality,
We can see several environmental changes in the market of bridal business.　Companies
which could deal with changes have existed and the other had gone out. One of the recent
changes is sift of the way of relationship between bridal couple and guest.　Once,  the relationwas managed mainly one-way from
bride and gloom to guest but recently there increase
two-way relationship management through various directorial techniques｡
In this paper, I discuss about these environmental changes and the countermeasures ofenterprises so that we can realize
 one of the hospitality company's growth process.
注
1 本論文においては｢ 関係性｣ を､ 関係が良好な状態から悪化した状態まで､ あるいは関係が濃密な状態から
希薄な状態まで､ といったように､ 多様な関係を含む関係の状態としてとらえている｡ すなわち｢ 関係性ﾏ　ﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄ｣ とは､ 新しい価値創出に向けて､ 関係の状態をﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ することを指している( 徳江(20H)　
に詳しい)｡
" r8i ﾌﾞﾗｲ ﾀﾞﾙﾏｰｹｯﾄ の現状分析と将来性～結婚式場ﾏｰｹｯﾄ の地域分析～』､矢野経済研究所､p工Ill
この部分と以下の記述は帝国ﾎﾃﾙ 編(1990),
 pp.98-104を参考にした｡
IV伊藤綾(2011)によれば､ 披露宴に仕事の関係者を呼ばないヶ一ｽ も散見されるなど､2000 年代以降は個人と
いう方向性がより進展したという｡




IXそこから新しい価値が生まれた場合には､ これこそ｢ﾎｽ ﾋﾟﾀﾘﾃｨ･ﾏﾈ ｼﾞﾒﾝﾄ｣ であるということに
なる｡ 詳しくは徳江(2011),pp.50-52.を参照されたい｡
